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研究成果の概要（和文）：ある金属製品製造事業場で、1996年と2002年に行われた職業性ストレスと健康診断結
果（肥満・血圧高値・耐糖能異常）・健康関連行動（喫煙・飲酒・運動）との関係を横断面調査した(1996年
6238人で平均年齢は39.4±10.6歳、2002年6430人で平均年齢は42.0±11.0歳)。仕事自由度が高いグループは低
いグループより週1回以上の運動する人が多いことが、両年度に見られた。また、交絡要因を調整すると、生存
に関する職業性ストレスの影響は認めなかった（1996年6173人・観察期間は18.9±4.9年間、2002年6347人・観
察期間は13.7±3.2年間）。

研究成果の概要（英文）：We performed cross-sectional studies on the relationship between job stress 
and the results of medical checkups (obesity, high blood pressure and impaired glucose tolerance) 
conducted in 1996 and in 2002 in a metal products factory, and on some health-related habits 
(smoking, alcohol intake and physical exercise). There were 6238 subjects, with a mean age and 
standard deviation of 39.4±10.6 years in 1996, and 6430 and 42.0±11.0 years, respectively. The 
high job control group compared with the low job control group showed a higher percentage of 
physical exercise of one or more times per week in both the 1996 and 2002 studies.  
After adjustment for several confounding factors, we found no significant association between job 
stress and survival rate either in the 1996 (6173 subjects, 18.9±4.9 year observation period) or 
2002 studies (6347 subjects, 13.7±3.2 year observation period). 

研究分野： 産業保健学

キーワード： 職業性ストレス　健康習慣　健康状況　退職者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
職業性ストレス増加は働く人の健康障害と関係が深いが、その長期的影響を生存率で検討した場合、従来から言
われている血圧上昇、耐糖能異常、喫煙などの影響が大きく、職業性ストレスの影響は小さい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

Job demands-control モデルで評価された職業性ストレスが高い状態が抑うつ状態といった

精神障害や耐糖能異常、そして脳心血管障害、特に虚血性心疾患などといったさまざまな健康障

害を引き起こすことが多数報告されている。また、職業性ストレス増悪は退職後といった長期に

渡って精神的・身体活動度の悪化と関係することや〔１〕、平均余命との関連も報告がされている

が〔２〕、これらの報告対象は欧米からであり、職業性ストレス増悪と虚血性心疾患の関係が明確

ではないことや、報告されている地域とは社会的背景が異なる日本人労働者を対象とした長期

間観察した研究は行われていない。 
 

２． 研究の目的 
ある事業場の従業員約 7000 人を対象として、1996 年と 2002 年の職業性ストレス調査結果と

2019 年退職者健康調査および 2020 年までの死亡調査より、職業性ストレスの長期的影響を検討

した。 

 
３． 研究の方法 
職業性ストレスは、1996 年と 2002 年に Job Content Questionnaire で評価した各ストレス指

標（仕事自由度、仕事要求度、仕事サポート）の総合得点をそれぞれ中央値で２分し、“高いグ

ループ”と“低いグループ”に分けた。 

健康診断結果や健康関連行動は、それぞれの職業性ストレス調査年に行われたデータを採用

し、以下のごとくカテゴリー化した。：BMI（-24.9kg/m2、25-）、血圧（140/90mmHg 以下、収縮期

140 または拡張期 90以上または服薬者）、耐糖能（HbA1c(JDS 値)：-5.5%、5.6-または服薬者）、

喫煙（現在吸わない、喫煙者）、飲酒（アルコール：-140g/週、140-）、運動（していない、週 1

回以上） 

また、交絡要因と考えられる職種・教育歴はそれぞれ職種(管理職、専門技術職、事務サービ

ス職、現場技術職、現場その他)、教育歴は最終学歴(小・中学校、高等学校、短大・専門学校、

大学・大学院)にカテゴリー化した。なお、健康関連行動や職種、教育歴は自己記入式質問紙か

ら得た。 

（１）横断的研究 

1996 年と 2002 年の各職業性ストレス結果を独立変数、健康診断結果・健康関連行動を従属変

数としてロジスティック解析を行った。 

（２）後ろ向きコホート研究 

① 1996 年、2002 年のそれぞれ職業性ストレス回答時に 40-55 歳であった者を対象に、各職業

性ストレス結果を独立変数、2019 年退職者調査結果（高血圧治療者、糖尿病治療者、散歩を含

む身体活動に気を付けている者）を従属変数としてロジスティック解析を行った。 

② 1996年、2002年のそれぞれ職業性ストレス回答時より2020年までの生存調査結果を用いて、

職業性ストレスがその後の生存に与えた影響について、各職業性ストレス結果別の生存時間解

析(Cox 比例ハザード分析)を行った。 

 
４． 研究成果 

対象者の内訳は表１に示した。すべてのデータが揃っているのは、1996 年は 6238 人で平均年

齢は 39.4±10.6 歳、2002 年は 6430 人で平均年齢は 42.0±11.0 歳であった。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

（１）横断研究（表 2） 

① 1996 年で、仕事自由度が高いグループは低いグループ比べて、週 1回以上運動すると回答

した者が多く(オッズ比 1.25：1.10-1.41)*、また仕事要求度が高いグループは低いグループに

比べて、BMI25 以上の割合が多かった(1.13：1.00-1.28)*。 

② 2002 年度で、週 1回以上運動する者は仕事自由度・仕事サポートが高いグループは低いグ

ループに比べてそれぞれ多く（1.27：1.13-1.42、1.13：1.02-1.25）*、逆に仕事要求度が高い

グループは低いグループより少なかった(0.83：0.75-0.92)*。また、仕事自由度が高いと喫煙者

が多かった(1.18：1.03-1.42)*。   *：年齢・性・職種・教育歴を調整 

仕事ストレスが低い（仕事自由度が高い）と週 1回以上運動する者が多いという結果のみが、

両年度に同様な傾向を認めた。この傾向は、他の報告と類似していた〔３〕。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）後ろ向きコホート研究 

① 職業性ストレス結果と 2019 年退職者調査結果の関係（表 3） 

（ア）1996 年職業性ストレス回答者 40-55 歳の 51.8％である 1633 人が退職者調査に答えてい

た（退職者調査時 70.9±4.1 歳、男性 59.3％）。 

（イ）2002 年職業性ストレス回答者 40-55 歳の 33.9％である 1194 人が退職者調査に答えてい

た（退職者調査時 68.0±3.2 歳、男性 53.6％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1996 年仕事サポートが高いグループは低いグループより高血圧治療の割合が低い傾向がみら

れたが(年齢・性・職種・教育歴を調整後のオッズ比 0.81：0.65-1.00)、その他の各職業性スト

レス高低による退職者調査の高血圧症治療や糖尿病治療、散歩を含む身体活動に気を付けてい

る者の割合の明確な違いはなかった。 

 

 ② 

（ア）1996 年職業性ストレス結果と生存時間解析（表 4） 

職業ストレス回答者 6173 人を対象にその翌年からの生存調査を行った。観察期間は 18.9±4.9

年間（１～24年間）、死亡件数 352 であった。年齢、性を調整した後でも、仕事要求度が高いグ

ループの方が低いグループより死亡が少なかったが(ハザード比 0.78：0.62-0.97)、さらに職

種、教育歴、血圧、耐糖能、喫煙を調整するとこの関係は有意では無くなった(0.82：0.66-1.02)。

仕事自由度・仕事サポートの高低による生存率の差は無かった。 

なお、ストレス調査の 3年後からの観察でも同様の結果であった（表に示さず）。 

（イ）2002 年職業性ストレス結果と生存時間解析（表 4） 

職業ストレス回答者 6347 人を対象にその翌年からの生存調査を行った。観察期間は 13.7±3.2

年間（１～18 年間）、死亡件数 215 であった。仕事自由度が高いグループは低いグループよりも

死亡が少なかったが(年齢・性調整後のハザード比 0.75：0.58-0.98)、職種、教育歴、血圧、耐

糖能、喫煙を調整するとこの関係は有意では無くなった(0.80：0.59-1.08)。仕事要求度・仕事

サポートの高低による生存率の差は無かった。ストレス調査の 3 年後からの観察でも同様の結

果であった（表に示さず）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前から指摘されている早期死亡の危険因子である血圧上昇や耐糖能異常、喫煙が今回の対

象者の死亡に大きく関係している一方で、職業ストレスの長期的な影響は明確ではなかった。 
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